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報 道 資 料 平成２２年４月８日安全・安心まちづくり推進課交通安全対策係担当：清水課長補佐、中屋敷係長
0742-27-8575 2128電話： 又は内線

県内市町村における交通事故発生状況について春の交通安全県民運動の実施に伴い、当課では過去１０年間の市町村別交通事故（人身事故・死亡事故）発生状況をまとめました （データは奈良県警察本部交通事故統計による）。この資料を活用して、交通安全県民運動をはじめ、各種交通事故防止に関する啓発活動の推進強化を呼びかけます。１ 市町村別の人身事故発生件数（別紙１参照） 、 、◆ 全人身事故の市部構成率が過去１０年間で最も低かったのは 平成１２年の７３.５％最も高かったのは平成１９年の８１.７％、平均では７７.３％でした。

２ 市町村別の事故死者数（別紙２・３参照） 、 、◆ 全死亡事故の市部構成率が過去１０年間で最も低かったのは 平成１２年の５７.０％最も高かったのは平成１９年の８１.７％、平均では６８.７％でした。
020406080

100120 合計（人） 市部（人） 町・村部（人）
合計（人） 100 90 87 73 71 65 66 60 48 52市部（人） 57 53 60 47 55 43 52 49 34 39町・村部（人） 43 37 27 26 16 22 14 11 14 13H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

02,0004,0006,0008,00010,000 合計（件） 市部（件） 町・村部（件）
合計（件） 9,005 9,466 9,250 8,951 9,123 8,621 8,063 7,522 6,836 7,111市部（件） 6,620 7,012 6,852 6,650 7,074 6,756 6,543 6,148 5,526 5,722町・村部（件） 2,385 2,454 2,398 2,301 2,049 1,865 1,520 1,374 1,310 1,389H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
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別紙 １市町村別の人身事故発生件数H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合計奈良市 2,418 2,433 2,309 2,300 2,312 2,122 2,081 1,905 1,703 1,685 21,268大和高田市 494 488 517 467 477 472 438 384 382 444 4,563大和郡山市 744 774 715 688 811 694 694 643 583 611 6,957天理市 505 584 635 571 553 552 485 449 354 407 5,095橿原市 850 945 968 897 934 924 905 843 761 781 8,808桜井市 342 385 396 417 411 383 385 398 317 324 3,758五條市 225 239 186 211 211 248 171 159 170 187 2,007御所市 211 208 198 206 187 178 149 161 163 154 1,815生駒市 420 525 536 495 493 480 461 447 390 352 4,599香芝市 411 431 392 398 406 427 374 371 349 356 3,915葛城市 279 276 286 274 236 294 1,645宇陀市 114 114 118 127 473市部計 6,620 7,012 6,852 6,650 7,074 6,756 6,543 6,148 5,526 5,722 64,903市部構成率 73.5% 74.1% 74.1% 74.3% 77.5% 78.4% 81.1% 81.7% 80.8% 80.5% 77.3%月ヶ瀬村 3 4 2 2 3 14都祁村 46 61 56 41 57 261山添村 52 50 60 43 38 34 33 29 19 41 399平群町 79 75 82 80 85 83 65 52 57 72 730三郷町 79 89 95 86 74 82 64 72 49 59 749斑鳩町 173 184 174 183 174 130 141 125 111 119 1,514安堵町 36 46 37 37 32 37 25 23 21 23 317川西町 56 52 52 46 46 52 30 37 35 38 444三宅町 30 34 30 24 32 13 23 15 18 18 237田原本町 377 379 394 351 381 390 293 244 232 249 3,290大宇陀町 52 39 41 33 35 37 237菟田野町 12 9 11 8 9 8 57榛原町 76 86 85 68 59 69 443室生村 30 26 18 18 25 14 131曽爾村 1 6 2 6 6 5 4 3 6 4 43御杖村 2 1 2 5 2 2 4 1 4 0 23高取町 46 38 34 45 45 44 33 43 37 42 407明日香村 28 25 24 34 37 23 22 25 30 26 274新庄町 168 183 176 142 669当麻町 93 109 94 73 369上牧町 121 125 132 150 123 126 120 93 93 89 1,172王寺町 153 182 172 170 169 138 145 107 125 134 1,495広陵町 215 245 233 209 225 196 190 185 184 171 2,053河合町 133 111 115 157 127 133 102 111 99 99 1,187吉野町 57 56 39 44 45 40 48 35 27 42 433大淀町 123 116 127 126 124 120 111 106 105 80 1,138下市町 36 27 32 31 27 34 22 25 20 23 277黒滝村 3 3 2 4 3 4 0 1 2 3 25西吉野村 16 17 12 16 9 70天川村 4 4 5 4 6 7 3 4 3 4 44野迫川村 4 2 1 3 0 3 2 0 1 1 17大塔村 9 7 7 8 4 35十津川村 21 21 22 15 18 14 14 18 15 18 176下北山村 10 9 2 6 7 9 6 5 2 5 61上北山村 10 14 9 9 10 3 5 6 1 10 77川上村 24 18 14 17 12 10 10 7 10 17 139東吉野村 7 1 5 7 0 5 5 2 4 2 38町・村部計 2,385 2,454 2,398 2,301 2,049 1,865 1,520 1,374 1,310 1,389 19,045町・村構成率 26.5% 25.9% 25.9% 25.7% 22.5% 21.6% 18.9% 18.3% 19.2% 19.5% 22.7%合計 9,005 9,466 9,250 8,951 9,123 8,621 8,063 7,522 6,836 7,111 83,948
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別紙 ２市町村別の事故死者数H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 合計奈良市 13 15 22 9 14 8 16 14 12 8 131大和高田市 2 3 9 2 4 3 3 2 0 0 28大和郡山市 5 6 7 6 4 4 3 4 4 5 48天理市 9 8 2 6 5 7 8 2 3 2 52橿原市 8 7 4 5 8 6 4 7 3 2 54桜井市 4 2 3 4 4 1 5 5 0 5 33五條市 2 2 4 3 8 4 1 4 5 4 37御所市 3 2 3 5 1 2 1 3 3 2 25生駒市 6 4 3 5 4 2 1 2 1 2 30香芝市 5 4 3 2 1 6 1 3 0 2 27葛城市 2 0 5 1 2 5 15宇陀市 4 2 1 2 9市部計 57 53 60 47 55 43 52 49 34 39 489市部構成率 57.0% 58.9% 69.0% 64.4% 77.5% 66.2% 78.8% 81.7% 70.8% 75.0% 68.7%月ヶ瀬村 1 1 0 0 0 2都祁村 0 3 0 0 0 3山添村 3 3 5 3 0 0 0 0 1 2 17平群町 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 3三郷町 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 4斑鳩町 1 0 2 1 0 0 1 1 1 0 7安堵町 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5川西町 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1三宅町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0田原本町 2 3 1 1 1 2 3 2 2 2 19大宇陀町 1 1 0 0 1 2 5菟田野町 0 0 1 0 0 0 1榛原町 1 1 0 1 1 0 4室生村 3 0 0 1 2 1 7曽爾村 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2御杖村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0高取町 1 0 1 0 0 0 0 1 1 2 6明日香村 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 4新庄町 2 2 1 0 5当麻町 1 1 0 3 5上牧町 2 0 0 0 0 4 3 0 2 0 11王寺町 1 3 1 0 0 3 0 1 0 1 10広陵町 8 6 2 5 3 0 3 1 2 1 31河合町 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 5吉野町 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2大淀町 1 4 3 0 1 2 0 2 0 0 13下市町 1 0 2 4 0 0 1 0 0 1 9黒滝村 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1西吉野村 1 0 3 0 0 4天川村 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 3野迫川村 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1大塔村 2 0 0 1 2 5十津川村 2 1 1 2 1 2 1 1 0 1 12下北山村 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3上北山村 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 4川上村 0 1 2 1 0 1 0 0 1 1 7東吉野村 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2町･村部計 43 37 27 26 16 22 14 11 14 13 223町･村部構成率 43.0% 41.1% 31.0% 35.6% 22.5% 33.8% 21.2% 18.3% 29.2% 25.0% 31.3%合計 100 90 87 73 71 65 66 60 48 52 712
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別紙 ３高齢者（６５歳以上）の事故死者数年 死者数 発生市町村と死者数Ｈ１２ ３３ 奈良市４、桜井市３、生駒市３、天理市２、御所市２、三郷町２、新庄町、 、 、 、 、 、 、２ 橿原市１ 五條市１ 香芝市１ 月ヶ瀬村１ 田原本町１ 室生村１明日香村１、広陵町１、吉野町１、下市町１、黒滝村１、西吉野村１、野迫川村１、大塔村１、東吉野村１Ｈ１３ ２９ 橿原市３、王寺町３、奈良市２、大和郡山市２、天理市２、五條市２、香芝市２、広陵町２、大和高田市１、桜井市１、生駒市１、月ヶ瀬村１、都祁村１、山添村１、安堵町１、川西町１、田原本町１、新庄町１、大淀町１Ｈ１４ ３０ 奈良市７、大和高田市３、橿原市３、五條市２、香芝市２、下市町２、西吉野村２、大和郡山市１、桜井市１、御所市１、生駒市１、新庄町１、王寺町１、広陵町１、大淀町１、川上村１Ｈ１５ ３２ 大和郡山市５、奈良市３、天理市３、桜井市３、當麻町３、広陵町３、橿、 、 、 、 、 、 、原市２ 御所市２ 五條市１ 香芝市１ 山添村１ 三郷町１ 安堵町１榛原町１、下北山村１、川上村１Ｈ１６ ２７ 奈良市６、天理市３、大和郡山市２、桜井市２、生駒市２、葛城市２、大和高田市１、橿原市１、五條市１、御所市１、室生村１、広陵町１、吉野町１、大淀町１、天川村１、大塔村１Ｈ１７ ３０ 橿原市６、奈良市５、大和高田市３、五條市３、御所市２、香芝市２、大宇陀町２、天理市１、桜井市１、明日香村１、上牧町１、王寺町１、十津川村１、川上村１Ｈ１８ ２５ 奈良市３、天理市３、葛城市３、宇陀市３、大和郡山市２、桜井市２、大和高田市１、橿原市１、五條市１、御所市１、生駒市１、香芝市１、斑鳩町１、上牧町１、上北山１Ｈ１９ ３７ 奈良市１０、桜井市５、橿原市３、五條市３、大和郡山市２、香芝市２、宇陀市２、大淀町２、天理市１、御所市１、生駒市１、斑鳩町１、高取町１、王寺町１、広陵町１、十津川村１Ｈ２０ ２４ 奈良市６、五條市３、大和郡山市２、橿原市２、田原本町２、上牧町２、広陵町２、御所市１、生駒市１、葛城市１、斑鳩町１、河合町１Ｈ２１ ２４ 奈良市６、天理市２、桜井市２、五條市２、葛城市２、大和郡山市１、生駒市１、香芝市１、宇陀市１、高取町１、明日香村１、王寺町１、広陵町１、河合町１、十津川村１
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【参考】○ 春の交通安全県民運動１ 目的本運動は、新入学児童等に対する交通安全指導の重要性と近年の高齢者の交通事故情勢に的確に対処するため 「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の基本とし、関係機関、・団体相互に連携し、県民一人ひとりに交通安全意識の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることにより、交通事故防止の徹底を目的としている。２ 期間平成２２年４月６日（火）から１５日（木）３ スローガン交通事故のない やすらぎの 大和路づくり ～大和の交通マナーを高めよう～４ 運動の基本子どもと高齢者の交通事故防止５ 重点事項(1) 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底(2) 自転車の安全利用の推進(3) 飲酒運転の根絶(4) 交差点における安全な通行方法の実践○ 奈良県における過去１０年の交通事故の推移（奈良県警察本部の資料による）◆ 全般死者数、人身事故件数ともに減少の傾向にある。◆ 高齢者（６５歳以上）の事故・ 人身事故件数、全人身事故件数に占める構成率は、ともに増加の傾向にある。・ 死者数は概ね横ばい状態で推移しており、全死者に占める構成率は、平成１９年（６１.７％）をピークに、依然として高い水準にある。
◆ 自転車の事故・ 人身事故件数、全人身事故件数に占める構成率は、ともに概ね横ばい状態で推移している。・ 平成２１年は、全死者に占める自転車の死者構成率が、過去１０年で最も高い。H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H219,005 9,466 9,250 8,951 9,123 8,621 8,063 7,522 6,836 7,111うち自転車 1,180 1,208 1,146 1,221 1,310 1,216 1,138 1,111 1,054 1,055自転車の構成率 13.1% 12.8% 12.4% 13.6% 14.4% 14.1% 14.1% 14.8% 15.4% 14.8%100 90 87 73 71 65 66 60 48 52うち自転車 12 4 7 10 10 5 8 5 4 8自転車の構成率 12.0% 4.4% 8.0% 13.7% 14.1% 7.7% 12.1% 8.3% 8.3% 15.4%

全人身事故件数（件）全死者数（人）

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

9,005 9,466 9,250 8,951 9,123 8,621 8,063 7,522 6,836 7,111

うち高齢者 1,402 1,480 1,595 1,557 1,796 1,756 1,682 1,758 1,729 1,864

高齢者の構成率 15.6% 15.6% 17.2% 17.4% 19.7% 20.4% 20.9% 23.4% 25.3% 26.2%

100 90 87 73 71 65 66 60 48 52

うち高齢者 33 29 30 32 27 30 25 37 24 24

高齢者の構成率 33.0% 32.2% 34.5% 43.8% 38.0% 46.2% 37.9% 61.7% 50.0% 46.2%

全人身事故件数（件）

全死者数（人）
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○ 近年死者数が減少している理由（全国～警察庁交通局資料による）◆ シートベルト着用者率の向上・ シートベルト非着用者の致死率は、着用者の１３倍以上である。・ 着用者率は、平成５年以降、ほぼ毎年向上している。一般道路 高速道路等シートベルト(チャイル 運転席 助手席 後部席 運転席 助手席 後部席ドシートの着用(使用)率 チャイルドシートＨ２１奈良県の状況 97.2% 90.8% 20.6% 53.6% 97.5% 95.3% 34.2%Ｈ２１全国平均の状況 96.6% 90.8% 33.5% 54.8% 99.2% 96.9% 63.4%(社)日本自動車連盟と警察庁との合同調査◆ 事故直前の車両速度の低下・ 速度が高くなるほど死亡事故率が高くなるが、こうした高速走行の事故が減少してきている。◆ 悪質・危険性の高い事故の減少・ 飲酒運転、最高速度違反などの悪質・危険性の高い事故の割合が減少してきている。◆ 歩行者の法令遵守・ 違反のある歩行者の割合が減少傾向にある。


